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熱
海
温
泉
に
て
「
臨臨
時時
総総
会会
」」
をを
開開
催催 

十
二
月
三
日
（
土
）
、
静
岡
県
の
熱
海
温
泉｢

ホ
テ
ル
リ

ゾ
ー
ピ
ア
熱
海｣

に
て
臨
時
総
会
（
兼
忘
年
会
）
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
寺
嶋
佳
章
会
長
以
下
十
六
名
の
会

員
と
、
特
別
会
員
よ
り
大
川
理
事
長
、
柳
澤
学
長
、
梅
宮

後
援
会
副
会
長
、
藤
田
総
務
部
長
、
渋
谷
総
務
課
長
、
倉

島
経
理
課
長
、

飯
島
総
務
課

員
の
総
勢
二

十
二
名
が
参

加
し
、
豪
華

な
海
の
幸
に

舌
鼓
を
打
ち

な
が
ら
、
大

い
に
懇
親
を

深
め
ま
し
た
。 

と
こ
ろ
で
、
こ
こ
だ
け
の
話
で
す
が
、
こ
の
「
臨
時
．
．

総

会
」
と
い
う
名
称
は
、
「
忘
年
会
」
で
は
、
な
か
な
か
奥

様
の
お
許
し
が
出
に
く
い
の
で
、
少
し
で
も
多
く
の
方
が

参
加
し
や
す
い
よ
う
に
と
、
あ
る
年
代
の
会
員
の
皆
さ
ん

が
考
え
ら
れ
た
そ
う
で
、
そ
れ
が
今
日
ま
で
受
け
継
が
れ

て
い
る
わ
け
で
す
。
な
か
な
か
の
名
案
で
す
が
、
果
た
し

て
効
果
の
程
は
？ 

で
も
確
か
に
こ
の
時
期
は
、
あ
ち
ら
こ
ち
ら
か
ら
飲
み

会
の
お
誘
い
が
あ
り
、
懐
も
寒
い
季
節
で
す
か
ら
ね
。
そ

れ
と
、
身
体
の
こ
と
も
考
え
て
、
飲
み
す
ぎ
に
は
充
分
に

注
意
し
た
い
も
の
で
す
ね
。 

熱熱熱
海海海
ののの
名名名
所所所
ををを
コココ
ンンン
パパパ
ククク
トトト
ににに
巡巡巡
るるる
旅旅旅   

翌

日
は

残

念
な

が

ら

天
気

予

報

が

見

事

に

当

た
り
、

雨

模
様

。

今

回
は
人

数

が

少
な

か

っ
た

の
で
、
定
期
観
光
バ
ス
「
貫
一
号
」
に
乗
っ
て
、

熱
海
の
名
所
を
コ
ン
パ
ク
ト
に
巡
り
ま
し
た
。 

 
 

ま
ず
は
、
ロ
ー
プ
ウ
ェ
ー
で
錦
ヶ
浦
山
頂
に
。

熱
海
に
何
度
も
来
て
い
る
会
員
も
、
こ
の
ロ
ー
プ 

       ウ
ェ
ー
に
乗
っ
た
の

は
皆
初
め
て
で
、
い
つ

も
の
熱
海
と
は
違
っ

て
ち
ょ
っ
ぴ
り
新
鮮
な
体
験
で
し
た
。
で
も
「
熱
海
城
」

ま
で
の
坂
道
は
、
二
日
酔
い
に
は
き
つ
か
っ
た
か
も･

･
･

。 

続
い
て
「
来
宮
神
社
」
を
参
拝
。
天
然
記
念
物
に
指
定

さ
れ
て
い
る
樹
齢
二
千
年
の
「
大
楠
」
に
一
同
圧
巻
。
一

周
す
る
と
寿
命
が
一
年
延
び
る
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
「
来
宮
」
は
江

戸
末
期
ま
で
「
木

宮
」
と
表
記
さ
れ
て

い
た
そ
う
で
、
な
る



ほ
ど
納
得
で
す
。 

 

三
箇
所
目
は
お

馴
染
み
の
「
熱
海
梅

園
」
。
梅
の
咲
い
て

い
な
い
梅
園
な
ん

て
、
と
侮
る
こ
と
な

か
れ
。
こ
の
時
期
は

紅
葉
が
素
晴
ら
し
い
の
で
す
。
青
空
と
陽
光
が
無
か
っ
た

の
は
残
念
で
し
た
が
、
意
外
な
絶
景
に
一
同
感
嘆
の
声
を

上
げ
て
い
ま
し
た
。 

 

最
後
に
訪
れ
た
の
は
「
十
国
峠
」
。
ケ
ー
ブ
ル
カ
ー
に

乗
っ
て
山
頂
へ
昇
る
と
眼
下
に
伊
豆
・
箱
根
の
景
観
が
広

が
り
ま
す
。
と
そ
こ
へ
、
雪
が
ち
ら
ち
ら
と･

･
･

。
さ
す

が
に
寒
い
！
冷
え
た
身
体
を
甘
酒
で
温
め
る
会
員
も
。 

 

こ
う
し
て
、
熱
海
の
名
所
四
箇
所
を
三
時
間
で
効
率
よ

く
巡
っ
た
中
身
の
濃
い
お
得
な
旅
は
、
熱
海
駅
で
終
着
。

豪
勢
な
昼
食
で
お
腹
を
満
た
し
た
後
は
、
お
土
産
を
し
っ

か
り
調
達
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
帰
路
に
つ
き
ま
し
た
。 

 

来
年
度
も
「
臨
時
．
．

総
会
」
は
開
催
の
予
定
で
す
の
で
、

ぜ
ひ
皆
様
お
誘
い
合
わ
せ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
ま
せ
。 

************************************************** 

新
春
懇
親
会
の
お
知
ら
せ 

年
明
け
、
平
成
十
八
年
一
月
十
五
日
（
日
）
午
後
三
時

半
よ
り
東
京
都
恵
比
寿
に
あ
る
「
ウ
ェ
ス
テ
ィ
ン
ホ
テ
ル

東
京
」
に
て
大
学
・
後
援
会
・
工
友
会
と
合
同
の
新
春
懇

親
会
を
開
催
し
ま
す
。
皆
様
の
お
越
し
を
心
よ
り
お
待
ち

申
し
上
げ
て
お
り
ま
す
。 

 

平
成
十
七
年
度 

宮
代
会
費
納
入
の
お
願
い 

 

宮
代
会
費
を
ま
だ
納
入
さ
れ
て
い
な
い
会
員
の
皆
様
に

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

○
年
会
費 

壱
万
円 

（
内
七
千
円
は
百
周
年
事
業
積
立
金
） 

○
納
入
方
法    

①
郵
便
局
よ
り
振
込
（
用
紙
同
封
） 

口
座
番
号 

０
０
１
２
０
‐
６
‐
１
１
４
１
２
４ 

  

加
入
者
名 

日
本
工
業
大
学
宮
代
会 

②
現
金
書
留 

〒
３
４
５-

８
５
０
１ 

  

南
埼
玉
郡
宮
代
町
学
園
台
四
―
一 

  

日
本
工
業
大
学
内 

宮
代
会
事
務
局 

○
お
問
い
合
せ
先 

   

〇
四
八
〇
（
三
三
）
七
五
〇
四  

大
学
経
理
課 

倉
島 

※
未
納
の
会
員
様
に
は
振
込
用
紙
が
同
封
さ
れ
て
い
ま

す
の
で
、
誠
に
恐
縮
で
す
が
、
一
月
末
日
ま
で
に
お
振
り

込
み
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

※ 今 回 お 届 け の 会 報 と と も に 以 下 の 資 料 を 同 封

さ せ て い た だ き ま し た 。  

○新 春 懇 親 会 のご案 内 及 び返 信 はがき 

○宮 代 会 費 振 込 用 紙 （未 納 の方 のみ） 

○後 援 会 会 報  第 70 号  

○天 満 宮 だより及 び振 込 用 紙  


